
   

 
「厚生労働省版 EMIS(広域災害救急医療情報システム)」について 
 
１．事前入力のお願い 
   被災時、外部支援を受けるためには医療機関基本情報が（医療機関の基本情報、受水槽、 

自家発燃料や接続タイプ等）が必ず必要となります。最低限入力していただきたい項目は 
下記の通りですので、事前入力をお願いします。ご不明な点がございましたら、保健総務課  
健康危機管理チーム（0798-35-3301）までご連絡ください。 

 
２．厚生労働省 EMIS について  http://www.wds.emis.go.jp/ 
(１) トップ画面の「関係者ログイン」をクリックしてください。 

 
 
 

(２) ログイン画面が表示されれば、「機関コード」「パスワード」を入力、「所属」は「兵庫県」 
を選択し、「ログイン」をクリックしてください。（機関コードとパスワードは県 EMIS と共通） 
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① 機関コードを入力 

② パスワードを入力 

③ 「兵庫県」を選択 

④ チェックを入れる 

⑤ こちらをクリックしてログイン 

① ここをクリック 

http://www.wds.emis.go.jp/


   

 
(３) 基本メニュー画面が表示されれば、「医療機関基本情報管理」をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．最低限入力していただきたい「厚生労働省版 EMIS」の項目 
 
１．基本情報 
・基本情報（災害時用電話番号１、災害時用電話番号２（あれば）、施設管理者名、担当者所属、担当 

者名、・EMIS 入力担当者１、EMIS 入力担当者２、救急医療体制の参加 
・勤務医師数（医師総数、救急科医師数（救急専従医））、 
・病棟情報（実働病床数、ICU 病床数、手術室数）、 
・年間救急患者数（年間救急外来患者数、年間受入救急車数、年間緊急入院患者数） 
・標榜科目情報（救急科、呼吸器科、消化器科、胃腸科、循環器科等） 
 
２. 施設情報 
・耐震構造（救急外来、ICU、手術室、CT、入院棟、外来棟、管理棟、ｴﾈﾙｷﾞｰ関連施設、その他） 
・施設用水関連（受水槽の有無及び容量、設置位置、高架水槽の有無及び容量、平日・休日の使用量、 

給水車停車位置から受水槽までの必要ホース長） 
・電気関連（電気主任技術者氏名、受電回線数と受電電圧、1 日に必要な電力量〈平日、休日、最低限〉、

電源車から電気供給する場合の車両停車位置） 
・自家用発電機関連情報（発電機の有無、設置場所、各発電機の発電容量、各発電機の燃料種類、各発電 
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① こちらをクリックしてログイン 

〇〇病院 



   

機の燃料量、各発電機の稼働時間、各発電機の燃料タンクの給油口規格名称、各発電機の口径、各発電 
 機の形式、各発電機の燃料タンクの設置場所、各発電機の燃料タンクまでの必要なホース長） 
・エレベーター関連情報（自動復旧できるシステムを整備している有無） 
・災害時通信回線 
・ライフラインに依存する医療機器の保有状況（人工呼吸装置保有数、人工透析装置保有数、保育器保有

数） 
 
                                        以上 
 
 
 
                             
 
 

（問い合わせ先） 
〒662−0911 西宮市池田町８番 11 号 

               西宮市保健所 保健総務課 
健康危機管理チーム 

               TEL：0798−35−3301 
               Mail：hokensyo@nishi.or.jp 
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